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●概要
　本取組では、海洋教育を実施と理論構築の両面において展開するため、東京大学海洋ア
ライアンス海洋教育促進研究センターと緊密な連携を取りながら、普遍的な教育体系構築
を目指します。そのためにお茶の水女子大学の２学部（理学部・文教育学部）、２センター
（サイエンス＆エデュケーションセンター、湾岸生物教育研究センター）に所属する教員
が集まり、お茶の水女子大学海洋教育推進委員会を設置し、小学校、中学校、高等学校に
おいて、沿岸部だけでなく、海がない自治体等内陸部でも海洋教育が実践できるように、
総合型カリキュラムを作成して実施します。具体的には、千葉県館山市、東京都北区およ
び東京都渋谷区の３自治体でそれぞれ海洋教育モデル実施校を設置し、千葉県沿岸地域の
教育資源を活用するなどしながら、これらモデル校における海洋教育の実施および海洋教
育カリキュラムの構築を行います。理科だけでなく社会科、総合的な学習の時間等の授業
にも取り入れ、海洋教育の浸透を目指します。

●主な構成員　担当内容
最上　善広　　　理学部・教授
理学部教員を代表して海洋教育の構築推進

千葉　和義　　　サイエンス＆エデュケーションセンター長・教授
都道府県教育委員会や各自治体教育委員会、モデル選定校との連絡・調整

清本　正人　　　湾岸生物教育研究センター長・准教授
湾岸生物教育研究センターにおける中・高校教員の海洋教育研修と中・高校生に対する海
洋教育実施。「海からの贈り物」送付

垣内　康孝　　　サイエンス＆エデュケーションセンター・特任准教授
東京都内および全国各地の小・中学校教員に対する海洋教育研修実施。教育委員会および
モデル選定校との連絡・調整。海洋教育教材、カリキュラムの開発と実施、および効果検
証

広瀬　慎美子　　湾岸生物教育研究センター・特任講師
湾岸生物教育研究センターにおける海洋教育カリキュラム開発と実施。「海からの贈り物」

平成26年度

お茶の水女子大学　海洋教育促進プログラム《総合型》
館山市、渋谷区北における小・中高校の海洋教育カリキュラム策定と実施

副題　「日本財団海洋教育促進プログラム」
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など教材配布対象中学校・高校への連絡・調整業務

冨士原　紀絵　　文教育学部人間社会科学科・准教授
文教育学部を代表して海洋教育の構築推進。次期学習指導要領に「海洋教育」の文言と内
容を記載するための海洋教育カリキュラムの策定。海洋教育の方法についての教育学の立
場からの指導

○取組の内容
　我が国は四方を海に囲まれており、国土面積は世界61位であるのに、排他的経済水域は、
世界６位の規模を持っています。さらに、総人口の約５割が沿岸部に居住し、動物性タン
パク質の約４割を水産物から摂取し、輸出入貨物の99％を海上輸送に依存しています（参
考文献１）。
　このように海に強く依存し、また大きな資源を海から得ている我が国は、平成７年の法
改正で、海の恩恵に感謝するとともに、海洋国家日本の繁栄を願うために「海の日」を国
民の祝日としました。さらに、平成19年に成立した海洋基本法第13条でも、

「国及び地方公共団体は、国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）第２条に
規定する海の日において、国民の間に広く海洋についての理解と関心を深めるような
行事が実施されるよう努めなければならない。」

として、海の日の行事について定めています。確かに祝日は、国民に「海」に対する意識
を年に１度呼び起こすことには役立つでしょう。しかし、意識する、しないに関わらず、
海は日々の国民生活にとって不可欠な存在となっており、そのために同法28条には、

「国は、国民が海洋についての理解と関心を深めることができるよう、学校教育及び
社会教育における海洋に関する教育の推進、海洋法に関する国際連合条約その他の国
際約束並びに海洋の持続可能な開発及び利用を実現するための国際的な取組に関する
普及啓発、海洋に関するレクリエーションの普及等のために必要な措置を講ずるもの
とする。」

と、国民に対する海洋教育等の実施の必要性を述べています。これに対して、国は、「子
ども海洋基本計画」（参考文献２）や、平成21年３月までの学習指導要領の見直しにおい
て、例えば中学校理科では「大気の動きと海洋の影響」について学習するなど、海洋に関
する指導内容の充実に動き出しています（参考文献３）。しかし、未だ国は、海洋教育の
定義やその普及推進についての詳細を明らかにしておりません。さらに平成23年３月11日
に起こった東日本大震災の巨大津波によって、多くの人々の命が失われ、原子力発電所の
事故が引き起こされました。このように、多くを与え、しかし奪うこともある海を正しく
理解し、利用し、またその脅威から身を守る教育を始めることが、今ほど求められている
ことは、かつてなかったでしょう。そのためには海洋教育をきっちり定義づけ、学習指導
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要領に組み込み、それを実現するための教員研修を実施し、実際の教育現場で児童生徒に
教育しなければなりません。
　これまでに詳細に検討されてきた海洋教育としては、海洋政策研究財団が平成21年に発
表した「21世紀の海洋教育に関するグランドデザイン～海洋教育に関するカリキュラムと
単元計画～」が挙げられます。すなわち、同書には、海洋教育の定義として、

「人類は、海洋から多大なる恩恵を受けるとともに、海洋環境に少なからぬ影響を与
えており、海洋と人類の共生は国民的な重要課題である。海洋教育は、海洋と人間の
関係についての国民の理解を深めるとともに、海洋環境の保全を図りつつ国際的な理
解に立った平和的かつ持続可能な海洋の開発と利用を可能にする知識、技能、思考力、
判断力、表現力を有する人材の育成を目指すものである。この目的を達成するために、
海洋教育は海に親しみ、海を知り、海を守り、海を利用する学習を推進する。」

を提唱しています。さらに、その実現のために、海洋教育について、１）教育内容の明確
化、２）学習環境の整備、３）外部支援体制の充実、４）人材の養成、５）研究の推進、
の必要性について提言しています。海洋教育と学習指導要領の関連も詳細に検討されてお
り、海洋教育が教育現場において実施されるかどうかが今後の問題となっています。
　海洋教育という新たなコンセプトを、日本全域に浸透させ、実施させるためには、１）
沿岸地域だけでなく、海から離れた地域においても実施できる“説得力のある”コンテン
ツ開発とそれを用いた教員研修の実施と海洋教育を地域で推進できる「海洋教育研修リー
ダー」の育成、２）研修内容を教育現場で実践するためのカリキュラム開発、さらには、
３）教材・教具を教育現場に送り込み海洋教育の魅力を実感させる教育支援システムの構
築が必要です。本取組では、これらの３つの新しい領域に対して、東京大学海洋教育促進
研究センターと緊密な連携を取りながら、学習指導要領に海を入れるという共通の目標に
向かって、平成24年度より事業を実施しました。本来、海洋教育は、自然科学と人文社会
の両分野にまたがる内容を含んでいることから、本取組においては、文理融合の総合型と
して実施しました。

１　  小中学校の海洋教育実施状況に関する全国調査　平成24年12月　（日本財団／海洋政
策研究財団）第４章３項（2）

２　  小中学校の海洋教育実施状況に関する全国調査　平成24年12月　（日本財団／海洋政
策研究財団）第４章２項（1）

３　  小中学校の海洋教育実施状況に関する全国調査　平成24年12月　（日本財団／海洋政
策研究財団）第４章３項（8）
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　千葉県館山市、東京都北区、および東京都渋谷区の３つの自治体を海洋教育モデル実践
地域として選定し、それぞれ、以下に示す小学校、中学校あるいは高等学校を海洋教育モデ
ル校として指定しました。これらの学校での海洋教育のカリキュラム開発に向け、モデル
校としての初年度である今年は様々な基盤作りを行いました。海洋教育に必要な海洋資源
はお茶の水女子大学が提供し、海洋教育を行うための新たなコンテンツはお茶の水女子大
学で、あるいはお茶の水女子大学とモデル校で共同して開発しました。並行して、海洋教
育の効果検証授業を行うための準備として、研究を実施するための倫理審査を行いました。

学校種 自治体名 学校名
１ 小学校 千葉県館山市 西岬小学校
２ 中学校 千葉県館山市 第二中学校
３ 高等学校 千葉県 安房高等学校
４ 小学校 東京都北区 滝野川小学校
５ 小学校 東京都北区 東十条小学校
６ 中学校 東京都北区 王子桜中学校
７ 小学校 東京都渋谷区 猿楽小学校
８ 中学校 東京都渋谷区 鉢山中学校

学校種 校数
小学校 ４

中学校 ３

高等学校 １

1-1　千葉県館山市における実施

　海洋教育モデル校として、館山市立西岬小学校、館山市立第二中学校、および千葉県立
安房高等学校で海洋教育を実施した。西岬小学校では１年生から６年生まで、理科、社会、
総合的な学習の時間において「海洋教育」と位置づけ各学年８－16時間、延べ72時間で海
洋に関する関連授業を行った。その他春と夏に教員研修を行った。
　第二中学校では１年英語科、１年技術・家庭科（調理実習）、３年理科で海洋教育の取
り組みを行った。安房高等学校では３年理科（生物）の授業や生物部の活動としてウニの
受精・発生実験に取り組んだ。安房高等学校の理科教員全体で海洋教育の可能性について
検討しているところである。
　初年度は既存のカリキュラムの見直しとそれをベースとした発展的な取り組みを進めた
が、次年度以降の更なるカリキュラムの開発・実施と効果検証に取り組むための準備を進
めている。

海洋教育モデル校における
海洋教育の実践・支援
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❶館山市立西岬小学校の取り組み
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❷館山市立第二中学校の取り組み

　館山市立第二中学校では本年度海洋教育の取り組みとして以下の３つの授業を行った。

第一学年　英語科　単元「英和辞典・和英辞典の使い方を覚えよう．
海に関する単語を取り上げた．
実 施 日：平成26年４月28日（月）
実施人数：３クラス　113人
実施時間：各１時間
学習指導案を別紙掲載する。

第一学年　技術・家庭科　調理実習
いわしのかば焼き　目標：自分の手で魚をさばこう
実 施 日：平成26年10月27日（月）、11月14日（金）、11月25日（火曜）
実施人数：３クラス　112人
実施時間：各２時間
授業時の配布プリントを別紙掲載する

第三学年　理科　「ウニの受精と発生について」
実 施 日：平成26年１月27日（火）
実施人数：４クラス　137人
実施時間：各１時間
ウニの受精と発生の様子を各自顕微鏡を使って観察した

第三学年　理科の実施の様子
『ウニの受精と発生について』
バフンウニを用いて、採卵・採精の様子、ならびに受精の観察を行い、ウニ初期
発生の講義を行った。
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❸千葉県立安房高等学校の取り組み

３年理科（生物）　理系クラス　ウニの発生
　３年生の理系クラス（18名）の生物の生殖と発生の単元でウニの発生実験が行われた
（７月15日第３校時、生物実験室）。材料は“海からの贈り物（ウニ）”を活用してお茶の
水女子大学湾岸生物教育研究センターからタコノマクラが提供された。夏期のウニの発生
実験では、通常、入手しやすいムラサキウニが使われるが、卵が不透明で観察し辛いとこ
ろがある。タコノマクラは入手や維持が難しいが、卵が透明で発生実験に最適である。
　海辺の土地柄のため、海産物に対する生徒の関心は一般的に高いが、普段見慣れない材
料であり、それが地元産であることで興味関心が高まる効果が期待された。産卵から、人
工授精、卵割と進んで行く生の発生現象を観察することで、感動とともに理解が進んで行
く様子が生徒の感想から読み取れる。
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